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イ ネ の 葉緑素突然 変 異系統 （ク ロ リナ，キ サ ン サ ）の

ク ロ ロ フ ィ ル ，カ ロ チ ノ イ ド含量に つ い て

イ ネ の 葉緑素突然 変異系統 （ク U リナ ， キ サ ン サ ）の

　　　ク ロ ロ フ ィ ル
，

カ ロ チ ノ イ ド含有 に つ い て
＊

大　村 武 ・ 田　 中　重 　行

（九 州 大 学 農 学 部）

　九大農学部育種学教室で は ，イ ネの 連関研究 に 各種

の 葉緑素突然変異系統が利用 されて きブこ 。 そ の 申 ク ロ

’
リナ に 属す る 系統 の 中に 開 らか に 遺 伝子型 が異 な る と

推 定され る もの が見出 きれ た。筆者等 は 永松教授 の 示

唆に 基 き，葉緑素突然変異系統 の 若千 に つ い て 生育時

期別の ク ロ ロ フ ィ ル ，カ ロ チ ノ イ ド含量を 測定 し て ，

所期の 知見 を得 る こ とが で きた の で そ の 結果 を報告 す

る 。 なお 色素 の定量 に は理学部稲田講師の 御援助を仰

；い だ 。 記 して 謝 意 を 表わ す 。

　　　　　　材　 料　 と　 方　 法

　 1 ．材料

　 実験 は第 1s 第 2 の 2 つ か らな り，第 1 実験で は ク

ロ ウナ 6系統，キ サ ン サ 1 系 統 に標 準 と して 疋 常 な農

林18−rpを併用 し （第 1図参照），幼苗期 と分けつ の 後

期 の 2 回に ク ロ ロ フ ィ ル a ，ク ロ ロ フ ィ ル b ，及 び カ

唱．

4、

第 1 図 各 系 統 の 色 素 含 量

　　　　　　　　　　（mg ／9新鮮璽 ）
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m チ ノ イ ドの 含量 を測 定 した。第 2実験 で は ク ロ リナ

2 系統を標準 として農林37号 を用 い。幼苗期，移植直

前，分けつ 期，節間伸長期の ヰ 回 に 互 つ て 3 色素を測

定した。

　 ク ロ リ ナ 系統 は古 くか ら附属農場 に 保存 され た もの

で ，生育初期と末期に は 疋常型 と区別 は困 難で あ る

が，苗代後期，本田 初期 に は 葉 色が著 し く黄緑 色 を呈

し容易 に 正常型 と区別 さ礼 正 常な 生育を とげ る 。 た

だ，岡 山吉備穂 は 他 の ク ロ リナ 系統 よ り若干葉色が濃

い。キ サ ン サ は コ ル ヒ チ ン 処理 の 後代 に 出現 し た 突然

変異 で ，芽生 は著 し く淡黄緑色 を呈 し t 胚乳養分 の 消

耗 と共 に 枯死す る もの で ヘ テ ロ 系 統 で 保存 され る。以

上 の諸系統 は何れ も正常型 に 対 して単劣性の 遺伝 を す

る 。

　 2 ．方法

　各色素の 定量 は光電比色計 を用 い 常法 に 従 つ て 計出

した 。 葉緑 素 含 量 は 槙物体 の 部位に よ つ て か な りの 差

があ るの で，材料の 採取 に あたつ て は特に その 点に 留

意 した 。 即ち，常 に最上完全展開葉 の 葉身の 巾央部 よ

り20〜3Dmg の 材料 を採取 し，圏ち に 80％ ア セ トン 溶

液を加 え て 磨砕抽出，吸引濾過 して 10cc の 濾液 を と

る。濾液 を光電 比色 計 に か け，各波長 に おけ る吸光度

を測定 し，次 に 示 す mackinney の 式 ｝こ従つ て 3 色素

量 を算 出 した 。

　　　　 D 覦
罵82．04C α 十9．27Cb

　　　｛　　　　 D6 ＋ 5＝16．75Ca ・F4S．6Cb

よ り ・a．・＝＝
、，．畿霙i慧三1乙鴛鑷 ，

　　　　・尸 轟 隻繋i琶三盤 旻咢i、，

更 ・ C ・
⊇ 一 （3・1

呈芻
＋ エ3°’3Cb ）

　 但 し，D66s，　 D6tS，　 D4fiOは 夫 々 波 長

　　　　 663，645，
斗60皿 μ に お け る吸 光度

　　　　 Ca ，　 Cb ，　 C 、， は夫々 濾液申の ク v ロ フ イル

　　　　 a ，b ，お よ び カ ロ チ ノ イ ドの 含量 （g／の

　　　　 を示す 。
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濾液中の 含量を，生体重 igr 当りの 色 素含量 に換算す

る。定量 は 各系統 3 個体 に つ い て 行い ，そ の tTL均値 を

もっ て 表わ した 。

　　　　　　測　　 定 　　 結 　　 果

　第 1実験 ： 第 1 実験 の結果 を第 1図に 示 し た 。 図か

ら明 らかなように ，幼菌期に お い て は ク ロ リナ に属す

る 6系統 は ，何 れ も正 常 の 農 林 18号 に 対 し 3 色 素 と も

若干少い 傾向 を示 した が その 差 は 顕著 で な く，又 ク ロ

リナ 6系統間の差 も有意でな かつ た 。 こ れ に対 しキサ

ン サ 系 統 で は 3 色 素 と も著 し く少 く，ク ロ ロ フ ィ ル 総

量 で は正 常型 の 斑 o 以下 で あ つ た。所が，分けつ 後期

で は幼苗期 と異 な り系統差が顕著 に 見 られ た 。 即ち，

ク ロ リナ 系統 で は 正常型 に比 し ク ロ ロ フ ィル a 及び b

の 含量が著し く少 く．特に最初の 5 系統 で は 総量 で正

常型 の 約％ に 低 下 して い る。なお ク ロ リナ の 1 系 統 職

山吉備穂は 他の ク ロ リ ナ 5 系統 と異な り，こ れ らと正、

常型 の 中間の 値 を示 し，特に ク ロ ロ フ ィ ル a と b の 比 ．

率は特に 大 きか つ た 。 なお カ ロ チ ノ イ ド含量 に つ い て

は，岡山吉備穂が幼苗期 に於 て 他 の 系統よ り若
：F低 い

値 を 示す ほか ，有意 な 差 は 認 め られ な か つ te

　第 2 実験 ： 本実験で は 岡山吉備穂 と典型 的な ク ロ iJ

ナ 型 との 違 い を更に 検討す るた め，4 期 の 色素含量を

定量 した。その 結果 を第 1 表 に示 した。次に 正 常型 に

対す る 10吩 比 で 簣出した値 に つ い て 述 べ る こ とに す

る。

第 1 表 　各 系 統 の 時 期 別 色 素 含 量
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　先ずク ロ ロ フ ィル 総量 に つ い て 見 る と黄神力 は 幼苗

期 に は 正 常型 の 75．8％ で ，岡山吉備穂 よ り若二F−一ヒ廻 つ

て い るが ，移植直前，分けつ 期，節間伸長期 に は 夫 々

58。4，43．8．65 ．9％ と何れ も岡山吉備穂よ り少い 。 ク

ロ ロ フ ィ ル a 及び b に つ い て も同様 の 傾 向が見られ 分

けっ 期 に 最低値 を示 し，節間伸長期 に は や や上昇 して

い る。これ に 対 し岡山吉備穂 で は，ク ロ V ブ イ ル 総

量．ク ロ ロ フ ィ ル a 及び b と も最低値 は 移植直前に 見

られ分け つ 期 に は 幼苗期 よ り高 く，節 間 伸長 期 に は 更

に 高 くなつ て い る 。 な お本系統 で ク ロ ロ フ ィ ル b の値

が移植直前，幼苗期に 特に 少 い こ とが目立 つ て い る 。

　更 に 財 b の 値 に つ い て も 3 系統間に顕著な 違い が 見

られ る 。 即ち正 常型 は幼苗期，移植直前，分け っ 期，

節間伸長期に それ ぞ れ 3．00，3．47，2．86，2．9Sとほ ぼ

工定の最低値 を 示 し，蚕神 力 は そ れ ぞ れ 3．39，4．48，

4．　04，4・　OO とや や 高 く，岡山吉備穂で は6．20，9・04，

6．04，5．5陀 最 も高 い 値を示 し，且 つ 時期的変動が 大、

きい 。

　次 に カ ロ チ ノ イ ド含量 に つ い て 見れ ば ， ク ロ リナ系
：

統 は節間伸長期に お い て 正常型よりやや 高い 値 を 示 し

て い るが ，他 の 3期で は 何 れ も低 い 値 を示 し，又時期
’

的変動 もク ロ ロ フ ィ ル に 比 して 少い 。 更 に黄神力 と岡

山 吉備 穂 との 間に は、幼苗期、節聞伸長期 に 若干 の 差

が見 られ るが他の 2 時期で は 差 は 認 め られ な い 6 ク ロ

ロ フ ィ ル とカ ロ チ ノ イ ドの 比率に つ い て は幼醢期を除1

けば黄神力 が もつ と も低 い 値 を示 して い る が， 3 系綉
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澗に a ／b の 場含の よ うな顕著な特徴 は 見 られ な い 。

　　　　　　総　　　　　　　　　括

　 以 上 の 結果か ら，次の よ うに 総括 す る こ とが で きよ

う。

　 1） キ サ ン サ は 色 素含量が極端 に 少 な く，そ の た め

洞化作用が営 めず枯死 す る もの と考 え られ る。な お 本

系統 は ク ロ ロ フ ィ ル a とb の 含量が ほ ぼ等しい こ とが

他に 見 られ ぬ 特色 で あ る 。

　 2 ） ク ロ リ ナ の 6 系 統 は ク ロ ロ フ ィ ル 含量 及 び ク ロ

Ut ブ イ ル a ／b の 比率か ら次 の 2型 に 分 けられ る 。

　　 a ．黄神力 ， 黄金錦 3 系統，黄金都

　　 b ・岡 山吉備 穂

　 a 型は ク ロ ロ フ ィル 含量の時期的変動が大 きく，最

初 は正 常 型 との 問 に 大 差 は 認 め られ な い が，分け つ 期

に 至 つ て顕 著な 差が あ らわ れ．正常型 の ％以下 に な

る。なお ク ロ ロ フ ィ ル a とb の 比率は時期的変動が少

く b 正 常 型 よ り若
：
「
二1蒔く，カ ロ チ ノ イ ド含量 は節間イ申

長期を除き正 常型 よ り低い 。 ク ロ ロ フ ィ ル と カ ロ チ ノ

イ ドの 比率 も 他型に 比 して や や低 い 傾向が認 め られ

．る。　 　 　　 　
’

　 b 型は ク ロ ロ ［7L イル 含量の変動は a 型 程顕著 で な

t〈　、総量 は最低の 場合 で も正常型 の 60％ 以 上 を保ち，

．且 つ 最低 の 時期が a 型 と異な り，移植直前に なつ て い

るρ な お a／b の 値が特に 大 きく時1舅的な変動 も著しい

こ とが こ の 型 の 大 きな特微 で あ る 。

　以上 の結果 は 両 ク ロ リナ 型の 遺伝的行動の 差異 を解

明 し，関与 す る遣 伝子 の 形質発現に 対す る特徴 をか な

りは つ きりと示 して い る もの と思われ る。

（附記） ク ロ リナ の形質発現 に 関しその 後得 られ た 知

見を附記す る。即 ち，黄神力 を用 い ，早期栽培 を行 つ

た 場合 に は 分けつ 期に至 つ て も正常型 との 問に葉色の

差が認 め られ な い の に 対 し，晩期栽培 で は幼苗期よ り

顕著 な 差が 認 め られ る。こ の こ とか ら，ク ロ リナ の 形

質発現 に は，気象条件，殊 に 気温が 関係して い る もの

と思われ るが ，更 に 実験 を進 めて 明 らか に す る 所存 で

あ る 。

　　　　　　 交　　　　　　　　献
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根 に つ い て の 2
， 3 の 実 験
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。

部 位 別 の

（その 4 ）

藤 井 義 典 。 田 中 典 幸

　　　　　（佐 賀 大 学 農 学 部）

　水稲 で は節位別 の 葦次根は 葉 と同 じ 歩調で 出現す る

もの で ，こ の こ とに つ い て は先に 報告 した 。 引続 き，

分岐根 に つ い て追究 した が ， てが か りを 得 る こ とが出

来 なか つ た 。 その た め水稲に つ い て は
・一

応 中止 し，小

麦の分岐根 に つ い て 観察 した。そ の 結果 に つ い て は 前

画 ま で に報 告 しナこ。今回は ，小麦の 場合と同 じ観点 か

ち，改 めて 水稲 の 分岐根 の 発達 を観察 し，小麦と比 較

して 水稲根 の 生育の 特異性を 明 らか に しよう と した。

　　　　　　結　果 　及　び　考　察

  分岐根 の 種類

　水稲 の分岐根 に は大小 の 2 種類が あ る （図）。 まず，

　
’ve
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小 きい 分岐根 は 0・035〜O・　075mm （基 部の 直径 ）で あ

つ た。そ の 長 さは部位 に よ つ て 違 うが ，0．1cm 程度

の 短 か い もの か ら 2．5cm の 特に 長 い もの ま で あ つ た 。

普通 ，1 〜L5cm で あ つ た。これ か らは 更 に 分岐根は

出さな か つ た 。 つ ぎに大 きい方の分岐根は その 長 さが

lcm か ら長 い もの 10cm 以上 の もの もあ つ た 、 置径 は

0・2mm 以．ヒで 普通 は0．25〜0．3mm で あつ た 。 こ れか

らは更 に 分岐根を 出 した。特 に ， 1 次根 の 先端の 部位

や 断根 した 1 次根に は ， こ の 大 きな分岐根炉良 く発達

した。この よ うに ，両者 は太 きが 明 らか に異 る こ とか

ら、内部形態的に 中心 柱の 構 造 が違 うもの と考えられ
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